
コール表示の制限

この章では、コールまたは接続されている回線についてどのような情報を表示するかを、コール

を行っているユーザに応じて選択することができる、コール表示の制限機能について説明しま

す。Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページの特定の設定項目を使用すると、各コー
ルに関する情報を表示するか制限するかを選択できます。

たとえば、ホテル環境で、客室とフロントデスクとの間で行われたコールの情報は表示し、客

室間で行われたコールについては、いずれの電話機でもコール情報を表示しないとします。コー

ル表示の制限機能を使用すると、このような表示が可能になります。

• コール表示の制限の設定, 1 ページ

• コール表示の制限機能, 2 ページ

• コール表示の制限のシステム要件, 4 ページ

• コール表示の制限の例, 5 ページ

• インタラクション, 6 ページ

• コール表示の制限の設定, 7 ページ

• 接続先番号の表示制限に関するサービスパラメータの設定, 18 ページ

コール表示の制限の設定
コール表示の制限機能を使用すると、コールまたは接続されている回線についてどのような情報

を表示するかを、コールを行っているユーザに応じて選択することができます。 Cisco Unified
Communications Managerの管理ページの特定の設定項目を使用すると、各コールに関する情報を
表示するか制限するかを選択できます。

たとえば、ホテル環境で、客室とフロントデスクとの間で行われたコールの情報は表示し、客室

間で行われたコールについては、いずれの電話機でもコール情報を表示しないとします。コール

表示の制限機能を使用すると、このような表示が可能になります。

コール表示の制限を設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 客室、フロントデスク、クラブ、および PSTNにパーティションを設定します。
詳細については、パーティションに関連するトピックおよび『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 2 コールパークの電話番号を設定するか、またはコールパークの電話番号の範囲を定義します。

客室からのコールパーク取得用に、各コールパークの電話番号にトランスレーションパターン

を設定します。

詳細については、コールパークに関連するトピックおよび『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 3 コーリングサーチスペース内にパーティションを持つユーザだけがパーティションを使用できる

ようにコールパーク電話番号のパーティションを設定します。

詳細については、パーティションおよびコールパークに関連するトピック、ならびに『Cisco
Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 4 客室、フロントデスク、クラブ、PSTNのコーリングサーチスペースと、客室のパーク範囲（コー
ルパーク用）を設定します。

詳細については、コーリングサーチスペースに関連するトピックおよび『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 5 客室、フロントデスク、クラブの電話、および PSTNのゲートウェイを設定します。
詳細については、デバイスおよびゲートウェイに関連するトピック、ならびに『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 6 トランスレーションパターンとルートパターンを設定します。

詳細については、トランスレーションパターンに関連するトピックと、『Cisco Unified
Communications Managerアドミニストレーションガイド』および『Cisco Unified Communications
Managerシステムガイド』を参照してください。

関連トピック

コール表示の制限, （1ページ）
コール表示の制限機能, （2ページ）
コールパーク, （16ページ）
コーリングサーチスペース, （11ページ）
デバイスとゲートウェイ, （12ページ）
パーティション, （10ページ）
トランスレーションパターン, （12ページ）

コール表示の制限機能
コール表示の制限機能は、Cisco Unified Communications Manager 5.0以降のバージョンを実行して
いるCiscoUnified CommunicationsManagerクラスタ内、またはCiscoUnified CommunicationsManager
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6.0以降のバージョンを実行しているCisco Unified Communications Managerサーバ内で動作しま
す。コール表示の制限機能を有効にするには、次のパラメータを設定する必要があります。

サービスパラメータ

• Always Display Original Dialed Number

トランスレーションパターンのパラメータ

• Name Display for Original Dialed Number When Translated

• Calling Line ID Presentation

• Connected Line ID Presentation

電話機の設定およびユーザデバイスプロファイルのパラメータ

• Ignore Presentation Indicators (internal calls only)

これらの設定を組み合わせることによって、各コールの情報表示を許可するか制限するか、およ

び接続先番号をどのように表示するかを決定できます。

コール表示の制限機能の概要

コール表示の制限を使用すると、コールまたは接続回線の情報を選択的に表示または制限できま

す。次のようなニーズがあると思われるホテル環境では、この機能が頻繁に必要になります。

•客室とフロントデスクとの間のコールについては、客室とフロントデスクの両方で互いの
コール情報を表示する必要がある。

•客室間のコールについては、互いにコール情報を表示しない。

•客室とホテルの他の内線（クラブハウスなど）との間のコールについては、客室だけにコー
ル情報が表示されるようにする。

•構内電話システム（PSTN）からフロントデスクまたは客室にかかってきた外部コールの場
合は、表示設定が制限されている発信者のコール情報は表示しないようにする。

•フロントデスクにかかってくるすべてのコールについては、内部コールのコール情報を表示
する。

•フロントデスクで客室からのコールをセキュリティに転送する場合、客室の電話機にはフロ
ントデスクのダイヤル番号だけが表示されるようにする。

コール表示の制限の有効化

コール表示の制限機能は、さまざまなトランスレーションパターンを通じたコールのルーティン

グを行ってから実際のデバイスに送達することを基盤にしています。ユーザが適切なトランス

レーションパターン番号をダイヤルすることによって表示が制限されます。
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トランスレーションパターンの設定

コール表示の制限を有効にするには、[発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]パラメー
タと [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]パラメータに適切なオプションを選択
して、表示制限のレベルが異なるトランスレーションパターンを設定します。

トランスレーションパターンに加えて、パーティションとコーリングサーチスペースも設定

する必要があります。これらの設定の詳細については、トランスレーションパターンの設定

に関連するトピックおよび『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガ
イド』を参照してください。

ヒント

電話機の設定およびユーザデバイスプロファイルの設定

次に [プレゼンテーションインジケータを無視（内線コールのみ）(Ignore Presentation Indicators
(internal calls only))]パラメータを有効にして、内部コールに関して受け取る表示制限を無視する
ように設定し、デバイスがリモートユーザのコール情報を表示するようにします。

エクステンションモビリティが有効になっている電話機にログインするユーザについては、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページの [デバイスプロファイルの設定(Device Profile
Configuration)]ウィンドウでも、この項目を設定します。

接続先番号の表示

コールがトランスレーションパターンまたはルートパターンを介してルーティングされた場合

や、不在転送または話中転送の宛先にルーティングされた場合、あるいはコール転送または CTI
アプリケーションによってリダイレクトされた場合は、接続先番号の表示が更新され、変更後の

番号またはリダイレクト先の番号が表示されます。

電話機で表示の更新をオフにして、ダイヤル番号だけが表示されるようにするには、Cisco
CallManagerサービスパラメータのAlways Display Original Dialed Numberを [True]に設定します。
このサービスパラメータが [True]に設定されている場合、コール期間中は、発信側の電話機にダ
イヤル番号だけが表示されるようになります。

元のダイヤル番号の名前と変換された番号のどちらを表示するのかは、CiscoCallManagerのName
Display for Original Dialed Number When Translatedサービスパラメータで指定できます。デフォル
トの設定では、変換前の元のダイヤル番号の名前が表示されます。 Always Display Original Dialed
Numberサービスパラメータが [False]に設定されている場合、このパラメータは適用されません。

関連トピック

電話機の設定, （9ページ）
トランスレーションパターンのパラメータ設定, （8ページ）
エクステンションモビリティ, （7ページ）

コール表示の制限のシステム要件
コール表示の制限をサポートしているソフトウェアコンポーネントは、次のとおりです。
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• Cisco Unified Communications Manager

コール表示の制限をサポートしているデバイスは、次のとおりです。

• Cisco Unified IP Phone 6900シリーズ（6901と 6911を除く）

• Cisco Unified IP Phone 7900シリーズ

• Cisco Unified IP Phone 8900シリーズ

• Cisco Unified IP Phone 9900シリーズ

• H.323クライアント

• CTIポート

• Cisco IP Communicator

コール表示の制限の例
次のシナリオで、コール表示の制限の使用例を示します。

•フロントデスクから客室 1にコール：両方の電話機に互いのコール情報が表示される。

•フロントデスクから客室 1にコールし、さらにフロントデスクは客室 2にコールを転送：
最後に接続された客室 1と客室 2では、互いにコール情報が表示されない。

•外部（PSTN）からフロントデスクにコール：フロントデスクは外部発信者の表示設定を順
守する。

•外部（PSTN）から客室1にコール：客室1では外部発信者の表示設定を順守し、外部発信者
には客室 1のコール情報は表示されない。

•客室 1からフロントデスクにコール：両方の電話機に互いの情報が表示される。

•客室 1から客室 2にコール：いずれの電話機にも互いの情報は表示されない。

•客室 1からフロントデスクにコールし、フロントデスクはこのコールを客室 2に転送：最
後に接続された客室 1と客室 2では、互いにコール情報は表示されない。

•客室 1からフロントデスク 1にコールし、フロントデスク 1はこのコールをフロントデス
ク 2に転送：最後に接続された客室 1とフロントデスク 2では、互いにコール情報が表示さ
れる。

•客室 1から客室 2にコールし、客室 2はこのコールをフロントデスクに転送：客室 1とフロ
ントデスクでは、互いにコール情報が表示される。

•クラブハウスから客室 1にコール：クラブハウスではコール情報は表示されないが、客室
1ではコール情報が表示される。

•会議コールのすべての参加者：すべての電話機のコール情報表示は [会議]になる。

•客室 1からクラブハウスにコールし、クラブハウスのマネージャはすべてのコールを自分
の携帯電話に自動転送：客室 1ではクラブハウスの番号だけが表示される。
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インタラクション
この項では、コール表示の制限機能が Cisco Unified Communications Managerのアプリケーション
と通信する方法およびコール処理機能について説明します。

接続先番号の表示制限は、システムで発信されるすべてのコールに適用されます。この設定は、

[True]に設定されている場合、既存の Cisco Unified Communications Managerアプリケーション、
機能、およびコール処理と透過的に通信します。設定は、システムの内部または外部で終端する

コールすべてに適用されます。

コールパーク

コール表示の制限機能とコールパークを併用する場合は、コール表示の制限機能を維持するよう

に、各コールパーク番号について関連するトランスレーションパターンを設定する必要がありま

す。コールパーク番号の範囲に対応するように単一のトランスレーションパターンを設定するこ

とはできません。

次のシナリオを例として検討してください。

1 システム管理者は範囲が 77xのコールパークを作成し、P_ParkRangeという名前のパーティ
ションに配置しました（客室の電話では、P_ParkRangeパーティションが電話機のコーリング
サーチスペースに含まれていることによって客室の電話から可視になっていることを表示でき

ます（CSS_FromRoom））。

2 管理者は、各コールパークの電話番号に個別のトランスレーションパターンを設定し、表示

設定には [非許可(Restricted)]を指定しました（このシナリオでは、管理者は 770、771、772 ...
779のトランスレーションパターンを作成しています）。

コール表示の制限機能が正しく動作するためには、単一のトランスレーションパターンで番

号の範囲に対応する（77xや77[0-9]）のではなく、管理者は個別のトランスレーションパター
ンを設定する必要があります。

（注）

3 客室 1が客室 2にコールしました。

4 客室 2はコールに応答し、客室 1はコールをパークしました。

5 客室 1がコールを取ると、客室 2には客室 1のコール情報は表示されません。

コールパーク機能の使用方法の詳細については、コールパークとダイレクトコールパークを参

照してください。
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会議リスト

コール表示の制限を使用する場合は、会議の参加者リストの情報表示を制限します。会議リスト

の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』を参照してくださ
い。

会議とボイスメール

会議やボイスメールなどの機能とコール表示の制限を併用する場合は、電話機のコール情報表示

にステータスが反映されます。たとえば、会議機能を起動すると、[会議]というコール情報が表
示されます。 [メッセージ]ボタンを選択してボイスメールにアクセスすると、[ボイスメール]と
いうコール情報が表示されます。

エクステンションモビリティ

コール表示の制限とエクステンションモビリティを併用するには、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページの [電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウとCiscoUnifiedCommunications
Managerの管理ページの [デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウで
[プレゼンテーションインジケータを無視（内線コールのみ）(Ignore Presentation Indicators (internal
calls only))]パラメータを有効にする必要があります。

エクステンションモビリティでコール表示の制限を有効にすると、デバイスにログインしたユー

ザに関連付けられている回線プロファイルによってコール情報が表示または制限されます。つま

り、ユーザデバイスプロファイルに入力された（ユーザに関連付けられている）設定は、電話機

設定で入力された設定（エクステンションモビリティが有効になっている電話機のもの）に優先

します。

コール表示の制限の設定
コール表示の制限を使用するには、Cisco Unified Communications Managerを次のように設定する
必要があります。

•パーティションとコーリングサーチスペースを設定してからトランスレーションパターン
を追加する。

•異なるレベルの表示制限によるトランスレーションパターンを設定する。

• [電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウで、[表示制限を無視（内線コールのみ）(Ignore
Presentation Indicators (internal calls only))]チェックボックスをオンにして、内部コールのコー
ル情報が常に表示されるようにする。

•個々のコールパークの電話番号に、個別のトランスレーションパターンを関連付けて設定
することで、コールパーク機能と連携する。
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• Always Display Original Dial Numberサービスパラメータを [True]に設定することで、プライ
バシーを確保し、リダイレクトされたコールに対する接続先番号の更新をブロックする。

コール表示の制限を設定する前に、コール表示の制限を設定するためのタスクを確認してくだ

さい。

ヒント

関連トピック

コール表示の制限の設定, （1ページ）

トランスレーションパターンのパラメータ設定

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [トランスレーションパターンの設定(Translation
Pattern Configuration)]ウィンドウで、次のパラメータを設定します。

発信コールについては、着信側のトランスレーションパターン設定が、発信側のCiscoUnified
Communications Managerの設定よりも優先される場合があります。

ヒント

[発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]

Cisco Unified Communications Managerは補助的なサービスとして、[発呼者回線 IDの表示(Calling
Line IDPresentatiion)]を使用します。これは、コールごとに発信者の電話番号を許可、または制限
します。次のいずれかのオプションを選択することによって、このトランスレーションパターン

で発呼側の電話番号を着信側の電話機に表示するか制限するかを決定できます。

• [デフォルト(Default)]：このオプションは、[発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]
を変更しません。

• [許可(Allowed)]： Cisco Unified Communications Managerによって発信側の番号の表示が許可
されます。

• [非許可(Restricted)]：CiscoUnified CommunicationsManagerによって発信側の番号の表示がブ
ロックされます。

着信コールがトランスレーションパターンまたはルートパターンを経由し、[発呼者回線IDの
表示(Calling Line ID Presentation)]の設定が [許可(Allowed)]または [非許可(Restricted)]になって
いる場合、発呼者回線の表示はトランスレーションパターンまたはルートパターンの設定に

よって変更されます。

（注）

[接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]

Cisco Unified Communications Managerでは、コールごとに着信側の電話番号を表示または制限す
るための補足サービスとして、[接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]を使用しま
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す。次のいずれかのオプションを選択することによって、このトランスレーションパターンで着

信側の電話番号を発呼側の電話機に表示するか制限するかを決定できます。

• [デフォルト(Default)]：このオプションは、[接続側回線IDの表示(ConnectedLine IDPresentation)]
を変更しません。

• [許可(Allowed)]：このオプションは接続側の電話番号を表示します。

• [非許可(Restricted)]：Cisco Unified Communications Managerによって発信側の電話番号の表示
がブロックされます。

着信コールがトランスレーションパターンまたはルートパターンを経由し、[接続側回線IDの
表示(Connected Line ID Presentation)]フィールドの設定が [許可(Allowed)]または [非許可
(Restricted)]になっている場合、着信回線の表示インジケータはトランスレーションパターン
またはルートパターンの設定によって変更されます。

（注）

接続先番号の表示制限が有効の場合、接続先番号の表示は、変更後の番号またはリダイレクト

先コールでは更新されません。

（注）

例

•ある客室から別の客室にかけられたコールについては、コール情報が表示されないように [発
呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]と [接続側回線IDの表示(Connected Line ID
Presentation)]を [非許可(Restricted)]に設定します。

•フロントデスクから客室にかけられたコールについては、両方にコール情報が表示されるよ
うに [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]を [許可(Allowed)]に設定し、[接続側
回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]を [非許可(Restricted)]に設定します。

[発呼側トランスフォーメーション(Calling Party Transformations)]と [接続側トランスフォーメー
ション(Connected Party Transformations)]の詳細については、『Cisco Unified Communications
Managerシステムガイド』のコール表示の制限の設定, （1ページ）の章を参照してくださ
い。

ヒント

電話機の設定

コール表示の制限機能の設定を完了するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ペー
ジの [電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウで [プレゼンテーションインジケータを無視（内
線コールのみ）(Ignore Presentation Indicators (internal calls only))]チェックボックスをオンにしま
す。
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エクステンションモビリティと併用する場合は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ペー
ジの [デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]ウィンドウでも、この項目を設定
する必要があります。

[プレゼンテーションインジケータを無視（内線コールのみ）(Ignore Presentation Indicators (internal
calls only))]フィールドの設定では、次のことに注意してください。

•通話相手が内部である場合、Cisco Unified Communications Managerは常にリモート側のコー
ル情報を表示します。

•通話相手が外部で表示が制限されている場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはリモー
ト側のコール情報を表示しません。

[発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [接続側回線IDの表示(Connected Line
ID Presentation)]では、Cisco Unified Communications Managerが内部発信者の表示設定を無視す
るように [プレゼンテーションインジケータを無視（内線コールのみ）(Ignore Presentation
Indicators (internal calls only))]パラメータを設定してください。外部からの着信コールについ
ては、[プレゼンテーションインジケータを無視（内線コールのみ）(IgnorePresentation Indicators
(internal calls only))]パラメータが設定されていても、受信した表示インジケータが維持されま
す。

（注）

•ホテルのフロントデスクで使用されている電話機では [プレゼンテーションインジケータを
無視（内線コールのみ）(Ignore Presentation Indicators (internal calls only))]チェックボックスが
オンになっているため、フロントデスクでは内部コールのコール情報を常に表示できます。

[電話の設定(Phone Configuration)]と [デバイスプロファイルの設定(Device Profile Configuration)]
の詳細については、『Cisco Unified CommunicationsManagerアドミニストレーションガイド』
を参照してください。

ヒント

コール表示の制限の設定チェックリストの例

この項ではコール表示の制限機能を有効にするための設定例について説明します。

パーティション

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [パーティションの設定(PartitionConfiguration)]
ウィンドウで、次のパーティションを設定します。

•実パーティション P_Roomの挿入

•実パーティション P_FrontDeskの挿入

•実パーティション P_Clubの挿入
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•実パーティション P_PSTNの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromRoomToRoomの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromRoomToFrontDeskの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromRoomToClubの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromRoomToPSTNの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromFrontDeskToRoomの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromFrontDeskToFrontDeskの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromFrontDeskToClubの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromFrontDeskToPSTNの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromPSTNの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromClubToRoomの挿入

•トランスレーションパーティション P_CallsFromClubToFrontDeskの挿入

•トランスレーションパーティション P_FrontDeskToParkNumberの挿入

•トランスレーションパーティション P_RoomToParkNumberの挿入

•トランスレーションパーティション P_ParkNumberRangeの挿入

コーリングサーチスペース

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [コーリングサーチスペースの設定(Calling
Search Space Configuration)]ウィンドウで、次のコーリングサーチスペースを設定します。

•コーリングサーチスペース CSS_Roomの挿入 {P_Room}

•コーリングサーチスペース CSS_FrontDeskの挿入 {P_FrontDesk}

•コーリングサーチスペース CSS_Clubの挿入 {P_Club}

•コーリングサーチスペース CSS_PSTNの挿入 {P_PSTN}

•コーリングサーチスペース CSS_FromRoomの挿入

• { P_CallsFromRoomToFrontDesk, P_CallsFromRoomToRoom, P_CallsFromRoomToClub,
P_CallsFromRoomToPSTN, P_RoomToParkNumber, P_ParkNumberRange}

•コーリングサーチスペース CSS_FromFrontDeskの挿入

• { P_CallsFromFrontDeskToRoom, P_CallsFromFrontDeskToClub, P_CallsFromFrontDeskToPSTN,
P_CallsFromFrontDeskToFrontDesk }

•コーリングサーチスペース CSS_FromPSTNの挿入

• { P_CallsFromPSTN}

•コーリングサーチスペース CSS_FromClubの挿入
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• { P_CallsFromClubToRoom, P_CallsFromClubToFrontDesk}

•コーリングサーチスペース CSS_RoomParkRangeの挿入

• {P_ParkNumberRange }

デバイスとゲートウェイ

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンド
ウおよび Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [ゲートウェイの設定(Gateway
Configuration)]ウィンドウで、次の電話機とゲートウェイを設定します。

•電話機 A（Room-1）にパーティション P_Roomとデバイス/回線コーリングサーチスペース
CSS_FromRoomを設定

• { P_Phones, CSS_FromRoom} : 221/Room-1

•電話機 B（Room-2）にパーティション P_Roomとデバイス/回線コーリングサーチスペース
CSS_FromRoomを設定

• { P_Phones, CSS_FromRoom} : 222/Room-2

•電話機 C（Front Desk-1）にパーティション P_FrontDeskとデバイス/回線コーリングサーチ
スペース CSS_FromFrontDeskを設定し、[プレゼンテーションインジケータを無視(Ignore
Presentation Indicators)]チェックボックスをオンにする

• { P_FrontDesk, CSS_FromFrontDesk, IgnorePresentationIndicators set} : 100/Reception

•電話機 D（Front Desk-2）にパーティション P_FrontDeskとデバイス/回線コーリングサーチ
スペース CSS_FromFrontDeskを設定し、[プレゼンテーションインジケータを無視(Ignore
Presentation Indicators)]チェックボックスをオンにする

• { P_FrontDesk, CSS_FromFrontDesk, IgnorePresentationIndicators set} : 200/Reception

•電話機 E（Club）にパーティション P_Clubとコーリングサーチスペース CSS_FromClubを
設定

• { P_Club, CSS_FromClub) : 300/Club

• PSTNゲートウェイEにルートパターンP_PSTNとコーリングサーチスペースCSS_FromPSTN
を設定

• {CSS_FromPSTN}, RoutePattern {P_PSTN}

トランスレーションパターン

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [トランスレーションパターンの設定(Translation
Pattern Configuration)]ウィンドウで、次のトランスレーションパターンを設定します。

•トランスレーションパターン TP1を 1XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromRoomToFrontDesk

• CSS: CSS_FrontDesk
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• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]： [非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]： [許可(Allowed)]

• {P_CallsFromRoomToFrontDesk, CSS_FrontDesk, Calling Line/Name - Restricted, Connected
Line/Name - Allowed}

•トランスレーションパターン TP2を 2XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromRoomToRoom

• CSS: CSS_Room

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]： [非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]: [非許可(Restricted)]

• {P_CallsFromRoomToRoom, CSS_Room, Calling Line/Name - Restricted, Connected Line/Name -
Restricted}

•トランスレーションパターン TP3を 3XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromRoomToClub

• CSS: CSS_Club

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]： [非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]： [許可(Allowed)]

• {P_CallsFromRoomToClub, CSS_Club, Calling Line/Name - Restricted, Connected Line/Name -
Allowed}

•トランスレーションパターン TP4を 9XXXXとし、着信側トランスフォーメーションマス
クを XXXとして挿入

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromRoomToPSTN

• CSS: CSS_PSTN

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]： [非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]: [デフォルト(Default)]

• {P_CallsFromRoomToPSTN, CSS_PSTN, Calling Line/Name - Restricted, Connected Line/Name -
Default}

•ルートパターン RP5を 9.XXXXXXとして挿入し、数字は PreDotとして破棄

• (DDI : PreDot)
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• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromRoomToPSTN

• CSS: CSS_PSTN

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]： [非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]: [デフォルト(Default)]

• {P_CallsFromRoomToPSTN, CSS_PSTN, Calling Line/Name - Restricted, Connected Line/Name -
Default}

•トランスレーションパターン TP6を 2XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromFrontDeskToRoom

• CSS: CSS_Room

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]: [許可(Allowed)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]: [非許可(Restricted)]

• {P_CallsFromFrontDeskToRoom, CSS_Room, Calling Line/Name - Allowed, Connected Line/Name
- Restricted}

•トランスレーションパターン TP7を 1XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromFrontDeskToFrontDesk

• CSS: CSS_FrontDesk

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]: [許可(Allowed)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]： [許可(Allowed)]

• {P_CallsFromFrontDeskToFrontDesk, CSS_FrontDesk, Calling Line/Name - Allowed, Connected
Line/Name - Allowed}

•トランスレーションパターン TP8を 3XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromFrontDeskToClub

• CSS: CSS_Club

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]: [許可(Allowed)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]： [許可(Allowed)]

• {P_CallsFromFrontDeskToClub, CSS_Club, Calling Line/Name - Allowed, Connected Line/Name -
Allowed}

•トランスレーションパターン TP9を 9XXXXとして挿入
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• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromFrontDeskToPSTN

• CSS: CSS_PSTN

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]: [許可(Allowed)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]: [デフォルト(Default)]

• {P_CallsFromFrontDeskToPSTN, CSS_PSTN, Calling Line/Name - Allowed, Connected Line/Name
- Default}

•ルートパターン RP10を 9.XXXXとして挿入し、数字は PreDotとして破棄

• [パーティション(Partition)]： P_CallsFromFrontDeskToPSTN

• CSS: CSS_PSTN

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]： [非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]: [デフォルト(Default)]

• {P_CallsFromFrontDeskToPSTN, CSS_PSTN, Calling Line/Name - Restricted, Connected Line/Name
- Default}

•トランスレーションパターン TP11を 1XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]: P_CallsFromClubToFrontDesk

• CSS: CSS_FrontDesk

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]: [許可(Allowed)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]： [許可(Allowed)]

• {P_CallsFromClubToFrontDesk, CSS_FrontDesk, Calling Line/Name - Allowed, Connected Line/Name
- Allowed}

•トランスレーションパターン TP12を 2XXとして挿入

• [パーティション(Partition)]: P_CallsFromClubToRoom

• CSS: CSS_Room

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]: [許可(Allowed)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]: [非許可(Restricted)]

• { P_CallsFromClubToRoom, CSS_Room, Calling Line/Name - Allowed, Connected Line/Name -
Restricted}

•トランスレーションパターン TP13を 1XXとして挿入
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• [パーティション(Partition)]: P_CallsFromPSTN

• CSS: CSS_FrontDesk

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]： [非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]： [許可(Allowed)]

• { P_CallsFromPSTN,CSS_FrontDesk, Calling Line/Name - Restricted, Connected Line/Name -Allowed}

コールパーク

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [コールパーク番号の設定(Call Park Number
Configuration)]ウィンドウで、コールパーク機能の次の項目を設定します。

•コールパーク電話番号 888Xを挿入

• [コールパーク番号/範囲(Call Park Number/Range)]: P_ParkNumberRange/888X

•次からのコールパーク取得に対してトランスレーションパターンを設定

•客室：TP（11～ 20）：8880～ 8889

• [パーティション(Partition)]：P_RoomToParkNumber

• [CSS]：CSS_RoomParkRange

• [発呼者回線IDの表示(Calling Line ID Presentation)]および [発呼者名の表示(Calling Name
Presentation)]：[非許可(Restricted)]

• [接続側回線IDの表示(Connected Line ID Presentation)]および [接続先名の表示(Connected Name
Presentation)]：[非許可(Restricted)]
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コールフローの例

次の図に、単純なコールフローの例を示します。また、このシナリオでどのようにコール表示の

制限機能が動作するかを説明します。

図 1：コールフローの例

1 客室 1が客室 2（電話番号 222）にコールします。

2 客室 1には CSS_FromRoomが設定されているため、客室 1は P_CallsFromRoomToRoomパー
ティション内の電話機だけにアクセスできます。

3 P_CallsFromRoomToRoomパーティションには 2XXが含まれていますが、電話番号 222（客室
2）は含まれていません。

4 コールは情報表示が制限されたトランスレーションパターン TP:2XXにルーティングされま
す。

5 トランスレーションパターン TP:2XXには、コーリングサーチスペース CSS_Roomが設定さ
れているため、パーティション P_Roomにアクセスできます。

6 コーリングサーチスペース CSS_Roomには、電話番号 222（客室 2）が含まれています。

7 コールは客室 2に接続されますが、トランスレーションパターンTP:2XXによって情報表示は
制限されます。
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接続先番号の表示制限に関するサービスパラメータの設

定
接続先番号の表示制限では、接続側の回線 ID表示がダイヤル番号だけに制限されます。このオ
プションを使用すると、お客様のプライバシー問題や、接続先番号の表示が電話機ユーザに不要

である場合に対処できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム(System)] > [サービスパラメータ
(Service Parameters)]を選択します。

ステップ 2 Cisco CallManagerサービスが実行されているサーバを選択し、次に Cisco CallManagerサービスを
選択します。

ステップ 3 この機能を有効にするには、Always Display Original Dialed Numberサービスパラメータを [True]
に設定します。

デフォルト設定は [False]です。

ステップ 4 （任意） Original Dialed Number When Translatedサービスパラメータの Name Displayを設定しま
す。

Original Dialed Number When TranslatedサービスパラメータのName Displayのデフォルト設定は、
トランスレーション前のオリジナルダイヤル番号のアラート名の表示です。このパラメータを変

更して、トランスレーション後のオリジナルダイヤル番号のアラート名を表示することができま

す。Always Display Original Numberサービスパラメータが [False]に設定されている場合、このパ
ラメータは適用されません。

ステップ 5 [保存(Save)]をクリックします。
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